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方法

結果 考察

導入
紫外線はほとんど地上に届かないため、人工衛星で観
測するしかないが、人工衛星が打ち上げられたのは
1967年で、それより以前の観測データはない。

飛騨天文台からまだ見ぬ太陽の活動を知る

電離エネルギー

元素

太陽から来る紫外線(波長50-140nm)は、地球大気の上空にあ
る電離層で吸収され、地球の気候に大きな影響を与えていると
言われる。

しかし

そこで

昔の紫外線 今の紫外線

昔の可視光線 今の可視光線

関
係
を
調
べ
る

推
定

適用

飛騨天文台のドームレス太陽望遠鏡で、Hα、Ca8542(可視光
線)の吸収線付近の波長領域を同時観測(2018/05/05)

スリット

ス
キ
ャ
ン

太陽の追尾を止めて
全面スキャン

SDOという人口衛星でとられた、同
じ日の紫外線のデータと比較

Hαの明るさ Ca8542の明るさ

Hαの吸収線の幅 紫外線の明るさ

・活動領域はHαと紫外線両方において見られた
・Ca8542と、 Hαの吸収線の幅と、紫外線において、ネットワーク
構造が見られた
・これらの位置はほぼ一致しており、何らかの相関関係があるの
ではないかと考えられる

今後の展望
・紫外線の明るさと、Hα、Ca8542の間の相関関係を定量的に求
める
・他の日でもこの関係が成り立つかを調べる
・紫外線の中の他の波長の明るさとの関係を調べる


